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総合制高等学校に j示ける学力向上のための実践研究
一校内実力テストの試みを追跡、して一
新潟県立新潟江南高等学校 和泉修治
I はじめに
)lJT謂総合fliJ，高等学校は単一諜程のみを註く単独fliJの高校lζ対して，普通課程やi段業課程などの
複数の課程を総合化した形態の高校で、あり生徒の多様な要求lζ応じたものとして，その存在価値
が見直される必要ーがある。一方それぞれの課程の特色を生かした教育活動が期待される中で， I司
一施設内lζ生徒全員を収容する必然↑1から，学力向上lζ関して，それなり K困難な課題を有して
いる。
この研究は，普通科，尚業利，衛生看護科を置く総合制高校で、ある新潟県立新潟江南
が，生徒イi':ldを対象として，学力向上の-ti)Jとなる乙とを期待して試みた実践研究の記録である。
日 当校の沿革の概要
新潟県立新潟江南高等学校は，新潟市を東西lζ二分する日本一の長江信濃川の南東部に位置し，
白鳥の飛来する鳥屋野潟を直近lζ望む静かな環境の仁IJiζある，男女共学の総合flij高校として，約
1200名の生徒を収容している。
創立は昭和37年で， しかも当初は県立新潟女子高等学校として発足し， 1学年普通科4学級，
商業科2学級の 6学級であった。その後，昭和40年に公立では県下で唯一の衛生看護科 l学級を
設置すると同時ie，商業科2学級を増設し，更に昭和49年より現在の校名lζ改称し，男女共学と
なり，現在 l学年普通科6学級，商業科 2学級，衛生看護科 l学級，全校で27学級を有する総合
1liJ高等学校として，創立以来19年目を迎えようとしている。
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盟 課題の確認とその過程
当校はr{jf[149年より男女共学となり，校名も改称されたが，女子高校としての伝統と特色に加
えて，男子生徒の入学が契機となって，生徒の多様性は一層増幅されることとなり，特iζ学力向
上lζ対して，生徒の多様性が論じられ，それへの対応が求められる乙とになったのである。そこ
で過去の記録をもとK次第に問題化してきた課題とそれへの対応の過程を辿りながら，主lと審議
の1I心となった学習指導委員会の動きを追ってみる。
!υ) ，学きγ苧y戸:1子子押lじ可守王~I1指旨導委よ良ミ会lιとよるi昭市手和和lJ5臼}1j刊1
O 実j力jテストを定均別j(的内lにζ突施する乙とlにζついて:
各学年の学習到達!立をほぼ客観的に知ることが出来るような「標準テスト j的なものがあ
ったら実施してみたい。その回数は年1mを通して llfi:l~ 21ヨ程度とする。
2) Ilj手U52年度K入り，学習指導委員会ではプロジェクトティームを編成し，具体的な研究に当
る委員を 2名選出した。
乙のプロジェクトティームの研究をもとに，学習指導委員会では，次年度実施へ向けて検討
を重ねたが，中間過程での報告の一部は次の如くである。
「実力テストJについて(英・数・ I~])
a )提案理由としては ア)学習意欲をふるいたたせる。
b)内行としては
イ)現行の実力テストは希望者のみによるもので，全校一斉ではない。
従って実力テストの経験なしで卒業してゆく生徒も多い。
ウ)学校体fhlJIζ組み入れることによって，学習意欲振興の-fi)Jとした
し¥0
ア)年 11札 5月上旬iζ実施。
イ)問題の作成は，哲二@商・看の各学科毎iと行なう。
ウ)採点@処理・評価は当該教科Kまかせるが，要請があれば協力体
制を組む。
エ)iJJj極範囲は，言iJの学年での学習の内容とする。
c )問題点としては ア)英 e数.I主llC限らず，理・社或いは希望する教科も加える。
イ)宿題テストとの関係もあり，範囲をもう少し明確にする。
ウ)出題方法は標準テストとする。
この報告をうけて，職員会議で指摘された問題点は次のようなものである。
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テスト後の生徒への返却はどうするのか(事後処浬)
2. テスト処理及び結果の取り扱いはどうするのか(事後処理)
3. '~;:級主任の役割はどう考えたらよいのか(事前・事後の指導)
4. 年IHiI [ 2 l!il (5月と1月)行ったらどうか (11司数と時期])
3) 実力テストの大綱決定
職員会議で指摘をうけた問題点を更に審議し，検討を加え，学習指導委員会では年度末の総
括の1:1]で次のように大綱をまとめた。 (S.53. 1. 14) 
「実力テスト実施の大綱J (従来の宿題テストとは関係なく実施する)
(1)実施教科 英語，国語，数学，理科，社会の 5教科
(2) 実施案
教 科 4月下旬 9月--10月
英 三日五【二1 2年 3年 1 fl三
国 i三l五l二1 2ft三 3年 1 i~三
数 '学 2年 l年
理科@社会 な し 2年 31:三
留意点 7. 理科・社会は合わせて10科目 I~Jより 1 科目を選択する。ただし， 2年は 1
年次で履習したもの及び履習中のものより選択する。
イ.実施iと当っては，授業日を乙れにあて，学年毎または全学年一斉に行う。
ウ.試験の内容は総復習を主眼とした実力テストであり，問題は各学科毎K作
成する。
(3) 問題の作成及び処理
7. 問題作成及び採点，成績伝票は関係教科で行ない，学級主任へ渡す。
イ.学級主任はクラス毎の一覧表(得点・合計点・平均点・クラス内順位)を作成し，教
務部へ移管する。
(4) 結果の処理
ア.各学科毎に全体の順位をつけ，上位者のみ氏名を発表する。
イ.生徒の進路指導の参考lとする。
ウ.成績カード(または成績用紙)を作成し，結果を記入の上，通知表iと添付して家庭へ
連絡する。
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(5) その{也
名称は模~^との P}~J係で、「実力テスト j とはっきり銘うつべきである。又，校内模試lζ関し
ては将米は発展解消する万向をとりたい。
学科j指導委員会より提案された実力テストの大綱案は，職員会議で了承され，次年度より実施
する乙とに決定した口
ところで，これを実施するに当って主管する分掌をと乙にするのかについて，従来校務分掌組
織の 1=11ζ{立世づけられていなかった関係から，関連する教務部lζ入れられ，更に学習係の仕事と
してイ，1 ìf~L づ‘けることとなった。
IV 昭和 53年度第 1回 実力テスト 実施計画(案)
rjiI年度の学習指導委員会の答申lζ もとづいて，実力テストの実施の大綱が決定され，教務部学
??係の仕事として'天際のr1l画案作成がなされたが，次lζ7]¥すような実施計画となった。
i ねらい 学留意欲の高揚と学力向上への-1J)Jとする。
2 実施期1:3 I昭和535f4)=:]251こ1(火)
3 実施Il~fl)l~ 第 2 学年 第 i限~第 3I)l~ 
第3学年 第 11良~第 21坂
4 対象学年及び実施教科・科目
第 2学年 ・R5i.看) 国語，数学，英語
第 3 ヤ:11~ (ilif • !{与・右ー) 国語，英語
5. Il¥!極純1m 各学年，各教科，科目共lζ詰iJ学年での既習の学習内容の総復習を主眼とする 0
6 問題の作成及び処耳!!
ア. U¥J足立の作成及び採点(100 }訂去による)，成績伝票の記入は当該教科に於て行う。(名
主J~fζ記入して 5/8までに学級主任へ渡す。)
イ.クラス11}:の成績一覧表(得点，合計，総合計，平均点，クラス内順位)は 5/13までに
各学級主任が作成し，一部をコピーして教務へ集約する。
ウ. 1問題紙の作成期限は 4)=J 22 E] (j二)とし，その保管は当該教科，で責任をもって行う。
エ.教務lζ よる継続処HH は5/]5~5/17 とし，発表は 5/ 18 とする。
7 結果の処出など
7. 湾問)JIJ の各教科，科 I~I 及び総合計による順位をつけ，上位者10箔程度を氏名発表
する。(教務がこれを行い，資料として学年及び進路指導部へ)
イ.成績他人別カードlζ結果を記入し，家庭へ連絡する。(カードは良質紙で 3年間使用可
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能なものを教務で作成し，学級主任が記入する)
ウ.生徒の進路指導の参考資料として利用する。(学級主任，進路指導部)
8 フミI施包 i上7二-ρσの〉官{わ];三之1人l人、
ア.名手:1.1j七lこx:胞Il!j:IL¥j (ま50分!日!とする口
イ.UUJ起の作成はl，fJ-"宇内?H'fのj!乙当該教科において1j-う。
ウ‘受験場所ーは名rI~I 教主とサる。
エ '_I/ 1.クく!庁J.(j'は文、j象としない。
オ. IJ.徒へは 'JHìíHζ 実施，llï i}ii を 1~rl らせておく。(学級主任 ノi Jl.~]は 4/ 18 )
カ.民;j守は!片u!ljとして当該時限の授業担当者が当り，次の表によって行う。
9. 実力テスト実施1寺Ih¥j;IJ及び慌替表 (省 I各)
第 JIJI実力テストは上記の実施，lJlIiiζもとづいて全職員の協力を得て行われた。吏lζ第 2111の
実力テストは 9)cJ 251 1 ()cJ) 第 6 校 11 与をやJ Jlj して，月1科@社会の;f41~]1ζ ついて行われたの
実施のt:忽iは第 1jl]のそれとほぼliJ様であるが，科目の選択調賓とそれに伴う集計処fl1i作業等
にお干の|材質tが感じられた。
t11 3 IJ~]夫力テストは，対象学年が]年生で、あり， I習の内容の総復習として， 1 0 )=J9 1: (Pl) 
5H 1 校時~n} 3校Il.)jまでに行われた。
V 実力テストの分析{その 1
学湾指導委員会では，第 11i2]の実力テストの実施後，各教科の答案の採点等を通して，当校の
生徒のマ:力の弱点を明らかにして，その克服のための指導への足がかりとすべく，実力テストの
分析を1J二なったが，次の通りである。
1. 1 k]訴について
a 1I立った弱点
記述式問題， J望論的発想，基礎常識，解答技術，初当の意味，問題文の全体把握，漢文
全般等lζ弱点が感じられ，文章表現など，小学校，中学校で終るべきもの，読解力の不足
が[]'.Lった。
b 診断としては
ふだんの学習が安易で，予習が不足している。
2. ~認について
a 目立った弱点
単語の量，熟語，文法，問題文(長文)の全備巴握，応用問題等lζ弱点が目立った。
? ??
?
b. 診断としては
一!必の範囲を示しておいたにも拘らずできていない点から，学習習慣が身についていな
い，又H本語の表現力が不足しており，英文解釈に役立て得ない。
3 数学について
a. 1I立った弱点、
基礎事Jfl， 公式の手IJJTj ?J; le ~t}誌があり，既晋の事柄がどこかで失われている。又，考え
る力がない。
b. 診断としては
!年Il寺lζ学習した基礎事項を忘れている。この事は受身的学習態度であることの証拠で
もあり，苦労していない，又疑問を持たない学習習慣のt吉果である。
以上ーの分析の結栄が総話されて次のようにまとめられる。
1 )基{話的な知識にかける。
2) u5JI:J力がない。(基礎的知識があったとしても)
3 )表現力，文章力が不足している。
4 )読解力 (fMHýll~力) Iζ欠ける。
VI 実力テストの分析{その 2
今年度第 21[]及び1;i'&3 LrTIでの各教科のテストを実施した結果，総合的iζ分析したデータは次の
表 K7Jえした。各学科における各教科・科 I~i 毎に到達目標と達成の度合等を数量化したものである。
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<克ノ]テストの分析 2~> IW 英・ I!Zj.数 2・31f. JfH ・ f-I~
，f;j.IJ rl 受験計数 5;IJ)主1標(}，Iょ) 到達 I~l 標達成 i号数 達成の割合%
一一一ー晶一ー一一一
J1t1 ι 270 60 223 86.3 
I !~l ，!i 1m 88 60 80 90. 9 
n 40 60 39 97. 5 
、i1λ i 270 60 9.6 
数''?1 1行 88 50 7 
:[1- 40 50 r.コ-
、l1三i正 270 50 106 39.3 
クミ，i/ ~ lJLj 88 50 50 56.8 
右 40 50 22 5. 0 
物Jlj!J 立Iごtzi 73 55 7 9.6 
( 2・3:ij:) ({奇 6 55 。 。
イヒ，; 、つJil1午丘l 45 2 J 4.3 
2普 20 55 10.0 
3出 10 55 15 75.0 
生物 i
2右 27 55 2 15. 4 
3肴 13 55 12 4. 4 
一一一一一一一
2寸 56 70 31 5. 4 
:3 iW' 70 13 86.7 
16u tl 
21m 73 70 44 60.3 
3許可 18 60 3 16. 7 
2石 19 70 6 31. 6 
;)芥 60 。 。
Jii ミ 79 60 75 94.9 
政経 I{~j 44 55 2. 3 
ィ日 つ 55 50. 0 
2普 110 50 18 16. 7 
3 ?号 26 50 8 30. 8 
iり:;号、史
3 n百 18 50 3 16. 7 
2右 1 55 3 27. 3 
I:l，本史 45 70 15 3. 3 
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<考察>
I~l話では易しい問題を出題しているので到達目襟を比較的高くしてあり，達成率は良い。しか
し，数学は極めて低いのが特徴である。英語の場合は受験者数の多い普通科の達成率が低いのか
目立っている。物思げはやや難かしい問題のため，選択者のうち達成率が 10%1ζ も満たない。化
学 iは基礎的なもの 8害IJと応用的なもの 2害IJの出題にも拘らずは標達成率は極めて低い。生物 I
はIIJN伎の問題であり， 3年生普通科の達成率が良い。倫社は基本的な易しいI1:U題であり， 35f 
生普通科は良いが商業科は{尽く，学科による学力差がみられ，生徒の多除性がわかる。政経は大
学人ぷ問題より抽出して出題したが予想よりやや良い点が I~l 立っている。 世界史と 1:本史は大学
入試n~\J題より基本的なもの，標準的なものを教科書の内容に準じて精選し，出題したが，達成率
はそれぞれ思わしくない。
国 実力テストの反省と総括
学習指導委員会としては今年度実施した実力テストの分析を通して，次のいくつかの点を反省
し，次年度への改善点を明確Kした。
] ねらいを更に徹底し，効果あるものにする。
2. 1 5:1ミ生についても中学校の総復習ということで， 4月lζ英・ i主1.数を実施したらどうか。
又， 4 FJ-'て旬lζ2年生は英.I主1・数。 3年生は英・!認を実施。
そして9月下旬1[2・3年生とも理・主tを実施する。
3 各教科共，事ITiJR: 1:=¥題範囲を具体的にプリントなどで生徒lζ示し，学習の目安をつけさせ
る。
4. '実施から発表までの期間をなるべく短縮し，ホットなうちに発表出来るようにする。
また実施後K自己採点をさせてみるなどしてふんい気を盛り上げる口
5. (1) 上位者発表の人数を増やす。
(2) 結果の記録や父兄への通知は f通知表」の改訂とからめて考えてみる 0
6. 理.uの試験科自について
(1) 理科は Iのみとする。
校務分掌組織の上で、直接の係として，教務部学習係が実際の計画から実施までを主管した訳で，
乙の意味からも全職員lζ対するアンケート調査を行ない反省点等を明確にしたいとの観点から，
主lζ実施計画の各項目について意見を集約してみた。 出された意見とその要約，改善j誌を次に示
そっ。
l. ねらいについて
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。模擬試験的性格が合まれることを考えて標題でよい。更に教師サイドからみた理解及び定
着度の測定も標題lζ入れたい。(理)
。多少の効果はあったと思うが，事前指導(例 出題範囲を明確に示すなど〉を行うこと
によってもっと効果を上げ得るのではないか。(社)
oアンケートによると事前学習はほとんど行われていない。が，事後lζ復習を始めた生徒が
m~ り， iやらないよりはやった方が良いj程度の意義がある。(数)
。日常の指導の結果をみる観点から内容面での検討が必要。又，趣旨の徹底に工夫が要る。
更に各教科を総指した一定の方針で一致してやるべきである。(英)
口役立っている。大いに役立つよう教邸側の工夫が必要である。(]年)
o 的な意欲であまり役立っていないようだ。(3年)
く要約>
ねらい達成には吏lζ一段の工夫が必要である。
<改善案>
教fli[îfJ1iJ の一)自の f1UWj~ と，生徒 lζ対する事前指導の徹底が不可欠な要素であると思われるの
で，これを裏づける呉体的万策を実施の要領花盛り込んだらどうか。
2 実施Wl13 及び II寺 I)l~等について
。実力テストの立湯から， 3年生の数学を入れたら良いよう K思う。又，理科では出題範囲
からみて9月下旬が良い。(理)
。1l，lj:WJは適当(やむを得ない)だろう。但し，放課後の実施は受験者が少なくなる乙ともあ
り，検討の余地があろう。(社)
o人A体において適当。 1年の数学は年 2自の実施にしたらどうか。(数)
。年 li:1は少ない。但し，各種の模試等も考慮した上で検討すべきことと思う。(英)
o 1 1r~~1ミはやや 11寺 1U]が遅いように思われる。 6 月頃が適当ではないか。( 1年)
o 1 年生刺激の意味からも， 2・3年生といっしょに 4・5月の段階で実施したらどうか。
(I~) 
o年lζ2・3un， 1 ~ 3年までli'j]Il寺 iζ行いたい。(3年の校内模試の延長として考えて)
( 3年〉
<要約>
教科によっては回数をふやしたり，時期を早めたりする必要があろう口
<改善案>
各種模試との関連も考えて，英・数は19:1数を増したい。又，理・社は 9月の下旬が良い。
1年は 2・3年と同時iζゃったらどうか。又，放課後は実施しない。
? ???
3. /:bf垣範関について
。事HiIt乙範囲を明確lζ して学習させるようにする。(社)
o IH題範四を更に具体的に指示したい。単元毎やページ等を指定して，事fiI学習をしやすく
してやる。(数)
o /H泌範1]討をキメ *1かくして学習の目安をつけさせる。又， iTij学年で履習した事項を重点的
lζLH題したらどうか。(~)
<要約>
事前学習をしやすくするようにより具体的に出題範1mを示す必要がある。
<改善案>
各教科共lζ事前lζ/!j題範Iflを具体的lζプリントなどで、生徒tC;;T，し，学習の目安をつけさせ
る。
4 実施上の子1長と日程等について
口実施から発表までの期間が長すぎる感あり。従って 10~ 151~1 以内 K発表するべきだ。(現D
o従来通りでよい。(社)
。特になし。(英・ I~])
。校外模試などを利用しでもう少し子i習を省けないものか。(3年)
<要約〉
採点WJn~î との問題もあるが， もっと子関を省き，スピーディ lζ出来ないか。
<改善案>
作業分t1を更に合理j化して能率化すべく日程を組む。
5. 結果の処月]等lζついて
。英・数・ i主iは教科毎の得点と総合計によるj順位をつける。理・社は科目毎の得点によるj順
位で205ぢ程度の氏名公表。(社)
o従来の通知表lζ中間考査と実力テストの成績を記載するように出来ないか検討して欲しい。
(英社)
o 3 年1'1引吏 j=r~可能な通知表はどうか。又，中間も実力も入れるとすれば評価規定も変ること
になろう。(英)
o通知表といっしょにする工夫を。(1年)(国)
。進学指導掴人カードには従来は記入らんはないが，形式をかえて記載できるように検討し
てみるのも良い。(社)
o学級主任の事務が大変。必要ないのでは。(数)
。記入の方向が良い。又，発表人数を増やしたらどうか。 (80点以、上なら10%にこだわらず
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lこ発表したら良し¥)0 (1-母)
o .ii以Ll表の1Iiζ記入IH米るよう一本化したらどうか。(国) (3年)
<要約>
iill知!ぷ (ζ 記入出来るよう検，~~tの余地がある。又， 1二q日1考査も併せて考慮すべきであり，通
知lAの改訂の1I与j切に来ているようだ。
<改出案〉
III¥J . jtJ;k .実力テストを記入iJ\来る;iill~JJ表の改訂をしたらどうか。又，発表の人数も JO
名にこだわらずIC，1:';うやすのも一工夫だろう。
6 その他
o Hl科は iだけlζ して日はやらなし ¥0 (fiJD 
。利 l_:i選択の子続はもっと r.)えして合I:1l1的にやったらどうか。(社)
o 21r.のI:IJ!・.;cJ:は 4)j iζ実施したらどうか。 時期1・内容から検討してみる必要があろう。
(~) 
o 1I寺山1は60分担jZが塑ましい。(I語)
o 50分でよい。(3年) (社)
<要約〉
50分で大体良い。又，埋科は Iのみで良し ¥0
<改書案〉
ア.校Il与表との関係もあり， 50分で良い。
イ. JlI1利は各利 1:.j七iC1のみにしたらどうか。
ウ. fl.1選択の子続は更に合H化し得る。
つ'.育指導委員会としては各種のデータ分析をもとに今年度実施された実力テストに!認する総括
を行ない，次年度への改善すべきいくつかの提言を行なった。更に実施計画に関しては教務部学
??係がアンケート調布の結果をもとに総括を行なったのである。
学校としては今年度の実践をふまえて更に次年度実施のための大綱の決定という段階に至って，
改定点を合めて，次のように決定した。
参考までlζ1{1干1153年度とIl日和54年度の計画の主要な事項を対比させながら，改定点を明らかに
してみよう口
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昭和54年度実力テ
4月下旬実施 9 )=1ごイヨJ実施 4月下旬 9月下旬 10月j二勾
~.I五1. 数 • I主1.数 7~ 米 英.I主1.数
2 ir. 英.!{~I ・数 英.Il~ ・数 英.I主!・数 fln・村: -)f~ 
31r. !A . Ijz! 1lH・令l: 英.I主1 nl1 .ネ1: うK←
<改定点> 1. 1・2年の英・回 数は年 1!EIの実施を 2liJ! iζjfiやした。 i年の 4月実施につ
いては入学後の学習意欲の旺盛なl時期比実施することによって，学習志.U抜高揚へ
の刺激剤となるよう'1J1った訳で，学習習慣の定着と i年1寺での意欲を持続させ';i]
Jこさせるのが1=的。
2. 2年の盟1.社の実施については，これを廃止することとした。これはカリキュ
ラムにおける履習の時期の問題と生徒の進路とのかね合いを考慮した結果である。
従って出・社は 3年の 9月下旬のみとなる。
3. その他国・社の試験科目は Iのみとし，社会は全科目とした。
4 実施後から発表までのJmlM1の短縮について，事後処理を能率化して，生徒の雰
囲気をもり上げる意味からもホットなうちに上位者の発表を行なうっ
5 発表する人数を地やして意欲をもたせる。上位者の10労から20961<=変更する0
6. 各教科共，事ifJiL tJj起範囲を具体的 iζ プリントなどで生徒lζ示し，学習の !~I 安
をつけさせる。
※ 実施の要領は前年度のものを原則として踏襲することとする。
VIl 新しい局面打開への動き
昭和53年より実施された当校の実力テストは上記の如く，いくつかの改定点を伴って昭和54年
度でも実施されたのであるが，学習指導委員会では昭和54年度の検討課題として， I実力テスト
についてJを年度当初から掲げて，討議を重ねてきた。その結身乙年度末の総括lζ際して各教科
へ次のような提言を行ったのである。
<提言>
「実力テストが実力の向上iζ資するという所期の目的に合うものとなるためにはどうすればよ
し、かJ
乙の提言を受けて，各教科部会で話し合いを行ない，反省点を含めて率直な意見を出してもら
ったのが次に示すものである。
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1. 実力テスト lζ関する各教科からの意見。
。実施のねらいがあいまいで教師サイドの意識のアンバランスがみられる。
o既習の範1)でil題する必要はない。
o H~}誌がはっきりしない。生徒にとっての最大関心事で、あるようにしたい。
。模試的要素をとり入れて，実施は従来通りでよい。
。進路を意識した効果をねらうことが必要で，テストのねらいを再検討する時期である。
。実力をつけるのlζ役立っているので，模試とはねらいがちがうし，両立させたらどうか。
o生徒はテスト攻めでマンネ 1)化しているので，もっと意識高揚を図ったらどうか。
口事務処理はよいが，ねらいがあいまいである。又，範囲を示したらどうか。
試験向けに模擬テストとして進路指導部で実施している模試との調整を図って年 2rEi_l 
位はやりたい。
。テストの回数が培えるーブjなので，精選出来ないものか。
2 改善を意識した意見
oふだんのテストとのちがし、が生徒にはわjらないのでねらいを明確にして，特色を出したら
どうか。
o全校生徒が受験することに特色があり，意義もあるのだから，模試を同化させることは/:1:¥
米ないか。
口実力の判定については外部テスト(業者テスト)と差があるので，問題作成lζ当ってレベ
ノレアップしたらどうか。(偏差値によるデータ処理などの工夫も考えられる)
o 'j~後指導lζ ト分活nJ されていないのではないか。もっと生徒に利用されるようにしたら。
o学年の志向を吸収したものとして，進路指導lζ役立つものlζ したい。
こωように各教科からの意見や改善の意見をふまえて，学習指導委員会では次年度の実力テス
トは如何なる性格のものとするべきか，又，既iζ数年前から各学年で実施している学年外部テス
ト(課外に実施)や進路指導部lζよる模試との関係を如何に調整し得るのかなどについても年度
末を問えて 1，'.急lζ結論を迫られることとなり，学校としてのトータルシステムの中における実力
テストの在り万をさぐるべく，次の資料を作成し，更に審議を重ねた。
〔実力テスト統合のための視座J (資料)
1. 学習指導委員会の結論
口実力テストは進路的性格をもたせて，学年別，学科目IJの配慮を加えながら，外部模試との
統合の方向で考えてし、く。
2. 従来のテスト類の性格を明確にする。
a )実力テスト......既習の内容の総復習
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。授業時間内で実施
。対象は全校生徒
。実施教科は，英.IJヨ@数.flH • tJ: 
。?監j:主:2管は;段受業1干;刊kJ担当名
。?学:力示討計詐.y.ドI_吋-イ4引似d点必i日民lは校内規模でで、， liJ一学習群毎で学年別。受験料は無料。
b)学年外部模試- 間ti号の I)，]~~
。記長外及び休IJに実施。
。対象は学立で-'Í~1.i もしくは者(応・看)
o 学力評価は全II~，レベノレ，県内，地域レベノレ。
。受験料は徴収する。
c )進路指導部対外模試
。諜外もしくは休日に実施
。対象は学年単位で希望する生徒
。監督は進路指導部段員
。受験料を徴収する。
3. 統合後の実力テスト lζ予想される基本的事項とその内容
1 )時期及び実施の@数
。春・秋各 1回 。年1m1 li
2 )実施教科
。3教科 o 5教科 o専門教科(科目)を加える。
3 )対象
。全学年 o 1・2年のみ o普通科・賄業科・看護科
4 )内容
口外部模試 o就職模試 o準(高)看模試 o自校作成
5 )受験科の徴収
。徴収する， しない，部分徴収 。その金額
6 )主管する分掌
。教務部 。進路指導部 oその他
7 )成績処理
。校内発表 。家庭通知 o進路カード記入 。定期(期末・中間)考査との関係 。通
知表の改訂の可否
8 )実施のねらい
??
。進路的性格の強化 o j現習事項の総復習
!こ記の資料をもとに実力テスト統合K関する委員会の報告として次に示す通りの内容を職員会
議にはかったのである。
i 実施Il寺Wl及び白数 年!日12 I瓦1(春・秋)とする。
2. 対象学年
3 実施教科・
4. I日Jfil1fr:JJ)Z
5 受験料
6. 主管
]年普・!荷・看全員 2年普・高@看全員
3教科(le司・数・英)とする。
外部テスト(業者テスト)の利用を原則とする。
受験者より徴収する。
進路指導部が行なう。
しかしながら， 1 から 5 までの項 I~I R:ついては大方の賛成が得られたものの， 6.の主管につい
ては論議が起り，結局は，教長iJt教務，学年，進路指導部からなる小委員会で主管することとな
った。
IX 新たな実力テストの実施と今後の課題
当校がj学習意欲の高揚と学力の向上への-I1)Jとするjとのねらいをかかげで，昭和53年!支か
ら実施してきた実力テストは，改善されながら翌昭和54年度Kも実施され， 2ヶ年間の実践が行
われた。この実践を通していくつかの問題が浮き彫り Kなったが，それは次のようなものである。
i 生徒サイドからの問題点:
7.実力テストのための事前の学習がほとんどなされていない。例えば昭和54年]0月12日K
行った i学年普通科，商業科，衛生看護科の生徒 192名を対象としたアンケート調査によ
れば， I実力テスト lζ備えて勉強したかjの問lζ対して， Iちょっとした (30分未満)J 
と[全くしなかったJを合わせると 81.7 % !c:も達している。又，数学だけについての調
査では !ι、っ頃からその準備のための学習をしたかjの間に対して， I 1週間前からJ4.7
%， r 2・3日前からJ17. 2第， 凡な!ヨだけJ17. 25ちであり，意欲の高揚をねらっては
いるものの，極めて不満足な枚況であったことがうかがえる。
イ.実力テストに対しでも常lζ受身の立場で終始し，自ら積極的に立ち向かう気力K富む生
i走の数は少ない。
2. 教師サイドからの問題点:
ア.実力テスト lζ対する教師の意識のアンバランス。学級主任の中には実力テストなのだか
ら，事前の準備なしで受験し，その結果自分の実力を自覚した上で学習に励むのが本来で
あるとの考えを持っているものもおり，生徒への事前指導が不十分であった場合もみられ
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る。
イ.各教科での1，¥]1出乍!戎上の不統一。教科によっては到達1;擦を70点とするところもあれば，
50点とするところもあり，難易度比統一を欠いた事があげられる。又，教科の特性から従
来行われてきた宿題テストとi司一視して問題の作成をしたところもある。
ウ.実施教科以外の教fliの意識の低さ。問題作成や採点とは無関係な教nilの場合は必然的に
1n日英j心にならさるを得ないだろう。
エ.Tjf.後指導の不徹底。学級主任としては，実施後のデータをもとに，個々の生徒にあiして
はキメのま1かい指導が期待されてはいるものの， 日常の多忙さに妨げられてすー分な指導が
11¥米なかった。
3. 実施計画からみた問題点:
ア.計画自体lζ多面的配慮が起りなかった。年1M]を通して生徒が受験する諸々のテストとの
関連を適切に配慮することに欠りていたため，学年外部テストや進路模試との競合が感じ
られ，又，事前指導iζ対する配慮が足りなかった。吏に，実施から発表までの処理iζ合血
性が足りなかった。
イ.実施後の処理作業の分担l乙適切な配癒を欠いた。作業の分担が偏り，全職員の作業への
参加がト分でなく，従って教師の意識とのアンバランスを生んだと考えられる。
yJJこの問題点lζ加えて， 2ヶ年間の実践の経過の中で， 1職員Iml乙学力向上に対する強い要請が
顕著lζなって米た乙とも見逃がせない。即ち，当校が男女共学になって以来，普通科では年々男
子生徒の数がj首え続けており， 仁級学校への志向の様相も変ってきている。又，商業科や衛生看
護科に於ても例えば就職試験で他校の普通科卒業生と競争しなければならないとか.地元の高等看
護学校の 3年mlJ化が実現したことからくる情勢の変化など，兎l乙角学力の向上が進路との関係で，
さし迫った課題となりつつある現状IcJ照らしてー従来の実力テストを変えなければならなかったの
である。
さて，このような背景のもとに昭和55年度の実力テストは既述の大綱にもとづいて，小委員会で、
具体的な実施計画を作り春・秋各 lilずつ実施された。これは 1・2学年を対象としていずれも
外部テストをやJmし， 3教科(英・国・数)を授業時間の中で行ったのである。
学習指導委員会ではこの新たな実力テスト K関して反省と総括を行なうことにして目下準備中で
はあるが，現在の時点で考えられる今後の課題としては，次のものがあげられる。
1. ねらいを明確にして，キチンとした苅奇計画を作成し，学校の主体性を確立しながら実施
するという方向性が必要であろう。
2 事前指導のあり方についての研究が未だ不十分であり，今後は更に積極的な指導が考えら
れねばならない。
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3 科学的で、忠告;なテータを如何に利用していくのか，学校体制の中で有意義な活用が望まれ
る。
4. 学習意欲のi高揚や学力の向上は教科担任教師だけでなく，学級主任による指導も重要な意
味をもってくると思われるが，今後は特に学級主任の指導のあり方にメスを入れねばならな
し¥0
5 実力テストと進路指導との関係が重要視されるように期待されているのであるが，入学か
らlf.業までのi告Hcどのような関わりを持つべきであるのか，又，学校のトータノレシステムの
中に如何にかかわり得るのかが更に追求されねばならない。
X おわりに
総合1;1]高等学校としての当校が，昭和49年より男女共学校となり，生徒の多様性も増す中でい
くつかの課題を意識しはじめ、 t~dと学資意欲の高揚と'芋力の向上を主要な課題としてとり上げ‘て
から， J旺lζ5年の歳月が過ぎようとしている。
''[:宵指導委員会が!昭和]51年度末にプロジェクトティームを組んでから， 1年後lζは呉体的方策
としての実力テストの大綱が決められ，それを受けて昭和53年度， 54年度と 2ヶ年間の実施を経
て，昭和55年度lとは新たな実力テストの誕生を見たのであるが，乙の新しい内容を持った実力テ
ストについての検討iととりかかろうとしている。
現職における研修の必要性が強く IlJfばれなければならない今日，日常の教師活動の中で常K課
題意識を持ちながら教育実践を続けることは，公教育児たずさわる教師に与えられた責務を果た
す-つの方法でもある。この意味で，当校の学習指導委員会の活動の記録を辿ってみて，このよ
うな形で研修を続けてきた委員の方々の苦労をはじめ，共通理解にもとづく全職員の協力と努力
lζ対して敬意を表しあわせて深く感謝するとともに， 1980年代の高校教育はどうあるべきか，
又，如何にしてそれが可能となり得るのかを絶えず意識しながら実践を続けていきたいと思う。
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